






要約:1,329 名の妊婦について妊娠初期の知覚されたサポートの供給源とその内容、及び

抑うつ症状への影讐を自記式調査票を用いて調査した。サポートの供給源として夫が最も

重要であり、内容は given support と giving support に分けられた。いずれのサポート

もいくつかの心理社会的要因が関与していることが認められた。夫のサポートの程度は、

今回の妊娠が望まないことと独立して 2 つの抑うつ症状 (感情症状と認知症状)の発生に

関与していた。さらに感情症状と認知症状は異なる心理社会的要因と関連していた。医療

現場におけるサポート提供の対象者選定の情報が得られた。


